
( 1 ) 

梅
枝
の
巻
の

「
前
の
朱
雀
院
」

|
|
史
実
と
物
語
と
の
関
係
|
|

に
つ
い
て

藤

河

家

手U

刀口
"
M
H
H
 

始

め

梅
枝
の
巻
の
薫
物
合
わ
せ
で
は
、
明
石
の
御
方
の
合
わ
せ
た
薫
物
の
由
来
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

冬
の
御
方
に
も
、
時
々
に
よ
れ
る
匂
ひ
の
定
ま
れ
る
に
、
消
た
れ
ん
も
あ
い
な
し
と
思
し
て
、
董
…
衣
香
の
方
の
す
ぐ
れ
た
る
は
、
前

の
朱
雀
院
の
を
う
つ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
公
忠
朝
臣
の
、
こ
と
に
選
び
仕
う
ま
つ
れ
り
し
百
歩
の
方
な
ど
思
ひ
え
て
、
世
に
似
ず
な
ま

め
か
し
き
を
と
り
集
め
た
る
、
心
お
き
て
す
ぐ
れ
た
り
と
、
い
づ
れ
を
も
無
徳
な
ら
ず
定
め
た
ま
ふ
を
、
「
心
ぎ
た
な
き
判
者
な
め

(
梅
枝
三
・
四
O

ニ

り
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

こ
の
「
前
の
朱
雀
院
」
が
誰
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
現
代
の
注
等
で
は
疑
問
の
余
地
は
残
し
な
が
ら
宇
多
上
皇
と
取
っ
て
い

る
。
一
方
、
古
注
で
は
朱
雀
天
皇
と
取
っ
て
き
た
。
こ
の
問
題
は
、
物
語
に
登
場
す
る
朱
雀
院
と
の
関
係
に
も
波
及
し
て
く
る
。
ま
た
、

『
源
氏
物
語
」
が
史
実
と
物
語
と
の
関
係
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
を
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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「
前
の
朱
雀
院
」
に
つ
い
て

日百

先
ず
、
「
前
の
朱
雀
院
」
が
誰
か
に
つ
い
て
、
古
来
説
が
分
か
れ
て
い
る
。
現
代
の
注
釈
等
で
は
宇
多
上
皇
と
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

宇
多
天
皇
も
、
譲
位
後
に
朱
雀
院
と
称
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
(
古
今
集
)
。
こ
の
物
語
で
は
、
今
の
朱
雀
院
(
源
氏
の
兄
宮
)
に

対
し
て
、
実
在
の
宇
多
天
皇
を
前
の
朱
雀
院
と
呼
ぶ
ら
し
い
。

し
か
し
、
宇
多
上
皇
と
し
た
場
合
、
特
に
薫
物
を
暗
ん
だ
よ
う
に
は
見
え
な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
取

り
方
は
、
「
う
つ
さ
せ
た
ま
ひ
て
」
の
主
語
を
物
語
の
朱
雀
院
と
取
り
、
そ
れ
が
史
上
の
朱
雀
院
と
重
な
る
と
す
る
こ
と
と
も
関
わ
っ
て

手IJ藤河家

い
る
。誰が
、
つ
つ
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

一
つ
に
は
、
物
語
の
朱
雀
院
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る

( 2 ) 

「
さ
き
の
朱
雀
院
の
を
う
つ
さ
せ
た
ま
ひ
て
」
と
二
重
敬
語
だ
か
ら
、
主
語
は
、
帝
か
院
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
記
し
な
い
の
は
、
明

記
し
な
く
と
も
わ
か
る
は
ず
と
い
う
態
度
ゆ
え
、
「
い
ま
の
朱
雀
院
」
と
考
え
る
。
(
公
忠
の
仕
え
た
朱
雀
天
皇
は
)
物
語
の
中
の
朱

雀
院
、
源
氏
の
兄
の
上
皇
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

主
語
は
今
の
朱
雀
院
(
評
釈
)
。
絵
合
巻
で
秋
好
中
宮
(
前
斎
宮
)
に
格
別
な
薫
衣
香
を
贈
っ
て
い
る
。

(注
8

)

(

註

9
)

一
一
つ
に
は
、
「
史
上
の
朱
雀
院
」
、
「
延
喜
承
平
な
ど
の
御
代
」
と
す
る
説
が
あ
る
。

そ
の
う
へ
此
物
語
の
朱
雀
院
、
す
な
は
ち
承
平
ノ
御
門
に
准
へ
た
る
を
、
前
の
朱
雀
院
と
申
す
べ
き
よ
し
な
し
、



( 3 ) 

日
本
古
典
集
成
は
、
「
(
朱
雀
院
が
)
お
学
び
あ
そ
ば
し
て
」
と
し
、
「
こ
の
物
語
で
は
、
史
上
の
朱
雀
院
と
物
語
の
朱
雀
院
が
重
な
る

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
二
つ
の
中
間
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
説
で
は
、
「
前
の
朱
雀
院
」
を
宇
多
上
皇
と
取
り
、
物
語
の
朱
雀
院
に
対
し
て
区
別
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
い

ず
れ
の
説
に
お
い
て
も
物
語
の
朱
雀
院
と
史
上
の
朱
雀
院
と
が
重
な
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
前
の
朱
雀
院
」
を
宇
多

梅枝の巻の「前の朱雀院jについて

上
皇
と
取
る
根
拠
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
『
源
氏
物
語
事
典
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
さ
き
の
朱
雀
院
」
を
い
わ
ば
歴
史
的
呼
称
と
し
て
宇
多
院
を
指
す
も
の
と
す
れ
ば
、
問
題
は
一
応
落
着
す
る
が
、
こ
の
物
語
の
今

の
朱
雀
院
に
対
し
て
「
さ
き
の
朱
雀
院
」
と
い
っ
た
と
す
れ
ば
、
問
題
は
や
や
複
雑
に
な
る
。
し
か
し
、
物
語
の
朱
雀
院
は
、
仮
作

人
物
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
準
拠
を
史
上
実
在
の
朱
雀
院
、
い
わ
ゆ
る
承
平
の
帝
に
求
め
る
の
が
旧
注
の
所
説
で
あ
り
、
裏
付
け

と
な
り
得
る
一
二
の
材
料
も
あ
っ
て
、
こ
の
準
拠
説
は
一
応
認
め
得
る
。
さ
す
れ
ば
こ
こ
の
「
さ
き
の
朱
雀
院
」
を
、
承
平
の
帝
に

(
注
ロ
)

持
っ
て
行
く
必
要
は
な
く
、
宇
多
院
と
し
て
論
理
的
に
落
ち
着
く
。

こ
れ
は
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
史
実
と
物
語
と
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
絵
合
の
巻
に
お

け
る
「
薫
衣
香
、
ま
た
な
き
さ
ま
に
、
百
歩
の
外
を
多
く
過
ぎ
匂
ふ
ま
で
、
心
こ
と
に
と
と
の
へ
さ
せ
た
ま
へ
り
」
(
二
・
三
六
O
)
と
い

う
よ
う
に
、
朱
雀
院
と
薫
衣
香
と
の
結
び
つ
き
の
深
さ
は
あ
る
と
し
て
も
、
先
の
文
の
中
に
朱
雀
院
の
こ
と
を
指
示
す
る
語
は
な
い
の
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
物
語
の
朱
雀
院
が
出
て
く
る
必
然
性
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
物
語
の
朱
雀
院
と
史
上
の
朱
雀

院
と
が
重
な
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と
は
、
物
語
の
朱
雀
院
と
史
上
の
朱
雀
院
と
が
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重
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
明
石
の
御
方
の
合
わ
せ
た
薫
衣
香
が
前
朱
雀
院
の
方
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
『
河
海
抄
』
は
次
の
よ
う
に
取
っ
て
い
る
。

古
今
集
に
朱
雀
院
と
あ
る
は
亭
子
院
也
伺
此
さ
き
の
朱
雀
院
も
寛
平
の
御
事
た
る
へ
き
歎
し
か
れ
と
も
若
此
物
語
の
朱
雀
院
よ
り
さ
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き
と
い
ふ
心
歎
承
平
の
四
一
位
向
?
を
好
し
め
給
よ
し
み
え
た
り
公
忠
朝
臣
協
同
鶏
十
右
批
判
開
朝
鮮
語
酔
特
高
名
薫
物
合
好
手

(
注
目
)

也

云

々

延

喜

天

慶

間

右

大

弁

公

忠

朝

臣

蔵

人

所

小

舎

人

大

和

常

生

相

並

奉

合

香

之

役

(

梅

枝

四

四

四

)

「
朱
雀
院
」
の
呼
称
か
ら
「
前
朱
雀
院
」
を
宇
多
上
皇
か
と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
物
語
の
朱
雀
院
よ
り
先
と
い
う
意
味
か
と
し
た
上
で
、

朱
雀
天
皇
が
合
呑
を
好
ん
だ
こ
と
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
公
忠
朝
臣
は
醍
醐
・
村
上
両
天
皇
の
時
代
に
大
和
常
生
と
と
も
に
合
香
の
役

を
勤
め
た
こ
と
も
上
げ
、
朱
雀
天
皇
と
公
忠
朝
臣
と
の
薫
物
を
通
し
て
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
薫
集

(住
H
)

類
抄
』
で
は
、
「
件
常
生
、
延
喜
聖
代
与
公
忠
朝
臣
同
時
相
並
、
奉
合
香
之
事
者
也
。
」
(
上
・
五
一
一
一
一
)
と
あ
り
、
朱
雀
天
皇
の
時
代
の
こ

日百

と
で
は
な
い
。

手リ

『
花
鳥
余
情
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

前
朱
雀
院
は
承
平
御
門
の
御
事
也
西
宮
抄
臨
時
部
云
前
朱
雀
院
初
出
大
内
之
時
乗
金
飾
横
榔
云
々

御
事
也
承
平
御
門
を
朱
雀
院
と
申
に
つ
き
て
宇
多
天
皇
を
は
前
の
字
を
く
は
へ
て
申
侍
り
此
物
語
に
は
又
朱
雀
院
ま
し
ま
す
に

よ
り
て
承
平
の
御
門
を
前
朱
雀
院
と
申
也
此
御
時
に
公
忠
朝
臣
薫
物
方
な
と
た
て
ま
つ
り
し
故
也
(
二
四
O
)

史
上
の
「
前
朱
雀
院
」
を
宇
多
上
皇
と
し
た
上
で
、
こ
の
物
語
の
朱
雀
院
に
対
し
て
朱
雀
天
皇
を
「
前
朱
雀
院
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
朱

此
前
朱
雀
院
は
宇
多
御
門
の

藤河家( 4 ) 

雀
天
皇
の
時
に
公
忠
朝
臣
が
薫
物
を
献
じ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
前
の
部
分
で
も
、
「
公
忠
朝
臣
も
そ
の
世
に
つ
か
へ
て
あ
は
せ
か
う
に

達
し
た
る
人
也
」
と
し
て
、
公
忠
朝
臣
が
朱
雀
天
皇
に
仕
え
、
合
わ
せ
香
の
名
人
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
史
上
の
「
前
朱

雀
院
」
が
宇
多
上
皇
で
あ
っ
て
も
、
物
語
の
朱
雀
院
か
ら
す
れ
ば
朱
雀
天
皇
も
「
前
朱
雀
院
」
に
な
る
。
物
語
の
朱
雀
院
と
朱
雀
天
皇
が

そ
の
ま
ま
重
な
る
と
は
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
両
抄
と
も
に
、
史
実
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
も
、
当
然
で
は
あ
る
が
、
物
語
の
朱

雀
院
の
存
在
を
独
立
し
た
も
の
と
見
て
い
る
。
即
ち
、
物
語
の
論
理
が
優
先
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

源
公
忠
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
『
源
氏
物
語
事
典
」
上
巻
が
詳
し
い
。
朱
雀
天
皇
以
後
の
時
代
に
関
し
て
は
、
「
朱
雀
院
に
再
び
出
仕
、



( 5 ) 

蔵
人
に
補
せ
ら
れ
、
承
平
三
年
正
月
山
城
守
を
兼
ぬ
。
天
慶
四
年
近
江
守
。
同
六
年
右
大
弁
、
同
八
年
依
病
辞
右
大
弁
。
同
九
年
紀
貫
之
、

(
住
同
)

臨
終
の
歌
を
公
忠
に
寄
す
。
天
暦
二
年
十
月
(
一
説
、
天
慶
九
年
)
卒
、
六
十
歳
。
」
と
あ
る
。

物
語
の
朱
雀
院
、
史
上
の
朱
雀
院

梅枝の巻の「前の朱雀院jについて

御
イ
{
民
本
御
〕

「
前
の
朱
雀
院
」
に
つ
い
て
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
河
海
抄
」
は
「
承
平
の
聖
代
合
香
を
好
し
め
給
よ
し
み
え
た
り
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
醍
悶
・
朱
雀
両
天
皇
の
時
代
に
公
忠
朝
臣
が
大
和
常
生
と
と
も
に
合
香
の
役
を
勤
め
た
こ
と
も
上
げ
て
い
る
。
『
花
鳥
余
情
』

も
、
朱
雀
天
皇
の
時
代
に
公
忠
朝
臣
が
薫
物
を
献
じ
た
こ
と
を
、
「
前
の
朱
雀
院
」
が
朱
雀
天
皇
で
あ
る
と
す
る
拠
り
所
に
し
て
い
る
。

朱
雀
天
皇
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
「
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
見
え
る
。

『
源
中
最
秘
抄
』
上
に
は
、
「
薫
物
合
高
名
人
数
」
と
し
て
、
仁
明
帝
(
承
和
御
門
)
に
つ
い
で
朱
雀
院
を
上
げ
て
い
る
。
そ
の
他
、
関

ツ

ネ

フ

(

注

目

)

連
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
八
条
式
部
卿
宮
、
右
大
弁
宰
相
公
忠
、
蔵
人
所
小
舎
人
大
和
常
生
等
の
名
が
上
が
っ
て
い
る
。

「
薫
集
類
抄
』
上
に
は
、
朱
雀
院
の
薫
物
の
方
と
し
て
次
の
も
の
が
上
が
っ
て
い
る
。

(
侍
従
)
朱
雀
院
。
東
一
一
一
条
院
用
之
。

沈
四
両
。

丁
子
二
両
。

甘
松
一
分
三
朱
。

馨
商
一
分
三
朱
。
巴
上
小
。

(
黒
方
)

甲
香
一
両
。

右
方
。
自
天
暦
御
時
所
令
伝
給
也
。
云
々

朱
雀
院
。
束
三
条
院
用
之
。

沈
四
両
二
分
。

甲
香
一
分
。

磨
香
一
分
四
朱
。
己
上
小
。
(
五
三
四
)

(
五
三
こ
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薫
陸
一
分
。

ま
た
、
「
和
合
次
第
」
の
と
こ
ろ
に
も
名
が
出
て
い
る
白
檀
一
分
。

丁
子
二
両
。
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朱
雀
院
。

な
お
、
『
河
海
抄
』
に
は
、
薫
衣
香
に
つ
い
て
諸
方
を
上
げ
る
中
で
朱
雀
院
の
方
を
上
げ
て
い
る
。

薫
小
一
分

沈
。
丁
。
甲
。
薫
。
鹿
。

(
同
抄
下

五
四
人

沈
小
田
両
二
分

沈
小
四
両

檀
小
一
分

甲

両

甘
小
一
分
三
朱

甲
小
一
両
事
小
一
分
四
朱

管
小
一
分
三
朱

丁
小
二
両

又

刀口日

丁
小
二
両

己
上
朱
雀
院
御
方
也

た
だ
、
こ
れ
は
『
薫
集
類
抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
『
河
海
抄
」
は
、
「
荷
葉
方
」
と
し
て
「
天
慶
六
年
二
月
廿
一
日
甲
午
公
忠
朝

臣
所
献
之
」
(
四
四
三
)
と
言
っ
て
い
る
が
、
『
萱
…
集
類
抄
』
上
で
は
、
同
じ
荷
葉
の
と
こ
ろ
に
「
公
忠
朝
臣
。
天
暦
六
年
二
月
廿
一
日
甲
午

進
之
」
(
五
二
九
)
と
な
っ
て
い
て
、
村
上
天
皇
の
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

(
四
四
四
)

利

な
お
、
公
忠
朝
臣
と
薫
衣
香
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
「
薫
衣
香
。
一
名
鉢
身
香
」
と
し
て
そ
の
名
を
上
げ
、
ま
た
「
洛
陽
薫
衣
香

出
淳
和
院
。
但
公
忠
朝
臣
所
献
也
」
(
上
・
五
三
六
1
七
)
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
そ
の
他
，
天
皇
に
献
じ
た
薫
物
と
し
て
は
、
先
に
触

れ
た
よ
う
に
荷
葉
を
村
上
天
皇
に
献
じ
て
い
る
。

資
料
は
少
な
い
が
、
「
前
の
朱
雀
院
」
は
、
古
注
の
言
う
よ
う
に
薫
物
の
名
人
と
し
て
宇
多
上
皇
よ
り
も
朱
雀
天
皇
の
方
が
妥
当
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
も
公
忠
朝
臣
と
の
関
係
か
ら
し
で
も
朱
雀
天
皇
が
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
う
す
る
と
「
前
の
朱
雀
院
の
を
う
つ
さ
せ
た
ま
ひ

て
」
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
部
分
は
、
『
源
氏
物
語
大
成
』
に
次
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
。

【
青
表
紙
本
】
す
さ
く
院
の
を
|
|
朱
雀
院
の
横

藤河家

【
別
本
】
さ
き
の
す
さ
く
院
の
を
う
つ
さ
せ
ー
ー
さ
き
の
す
さ
く
院
の
こ
と
そ
へ
さ
せ
保
|
|
前
朱
雀
院
の
を
し
へ
さ
せ
麦
阿

( 6 ) 

(巻

九
七
九

校
異
篇

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
或
い
は
「
前
の
朱
雀
院
」
、
即
ち
朱
雀
天
皇
が
お
、
つ
つ
し
に
な
っ
て
と
取
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。
元
の
ま
ま
の
本
文
で
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あ
っ
て
も
、
朱
雀
天
皇
の
方
を
天
皇
自
身
が
お
、
つ
つ
し
に
な
っ
て
、
又
は
朱
雀
天
皇
の
方
を
天
皇
が
公
忠
朝
臣
に
う
つ
さ
せ
な
さ
っ
て
と

取
る
こ
と
も
出
来
る
。
石
田
譲
二
氏
は
、
「
前
の
朱
雀
院
」
を
宇
多
院
と
取
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

梅枝の巻の「前の朱雀院Jについて

公
忠
が
特
に
入
念
に
調
合
し
て
、
奉
っ
た
の
は
、
天
皇
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
醍
醐
、
朱
雀
両
帝
の
い
づ
れ
か
で
あ
る
。
故
に
こ
の

所
は
、
た
と
へ
ば
、
香
を
た
し
な
む
こ
と
で
聞
え
の
高
い
朱
雀
帝
な
ど
が
、
名
手
公
忠
に
命
じ
て
、
「
さ
き
の
朱
雀
院
」
の
秘
方
を

模
し
て
奉
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
、
と
読
ま
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
前
の
朱
雀
院
」
を
薫
物
で
名
高
い
朱
雀
天
皇
と
取
る
限
り
、
天
皇
が
公
忠
朝
臣
に
命
じ
て
う
つ
さ
せ
な
さ
っ
た
と
取
る
の
が
適
当
で
あ

ろ
う
。
「
う
つ
さ
せ
た
ま
ひ
て
」
は
、
『
薫
集
類
抄
』
が
「
百
和
香
」
に
つ
い
て
「
寛
平
六
年
九
月
十
日
。
八
条
一
品
宮
於
御
前
写
給
百
和

香
方
也
」
(
上
・
五
三
八
)
と
す
る
よ
う
に
、
写
す
、
即
ち
「
模
し
て
」
と
す
る
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
注
却
)

な
お
、
「
思
ひ
え
て
」
に
つ
い
て
は
、
「
公
忠
の
撰
置
た
る
方
を
能
分
別
し
て
と
云
心
に
百
ふ
の
ほ
う
な
と
思
え
て
と
か
く
也
」
と
い
う

説
が
あ
る
。

「
前
の
朱
雀
院
」
を
朱
雀
天
皇
と
取
っ
た
場
合
、
物
語
の
朱
雀
院
が
同
じ
薫
衣
香
を
前
斎
宮
に
贈
っ
た
こ
と
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
で

あ
ろ
う
か
。

-190一

院
は
い
と
口
惜
し
く
思
し
め
せ
ど
、
人
わ
ろ
け
れ
ば
、
御
消
息
な
ど
絶
え
に
た
る
を
、
そ
の
日
に
な
り
て
、
え
な
ら
ぬ
御
よ
そ
ひ
ど

も
、
御
櫛
の
箱
、
う
ち
み
だ
り
の
箱
、
香
査
の
宮
ど
も
、
世
の
常
な
ら
ず
、
く
さ
ぐ
さ
の
御
薫
物
ど
も
、
董
…
衣
香
、
ま
た
な
き
さ
ま

に
、
百
歩
の
外
を
多
く
過
ぎ
匂
ふ
ま
で
、
心
こ
と
に
と
と
の
へ
さ
せ
た
ま
へ
り
。
(
絵
合
二
・
三
五
九
1
六
O
)

朱
雀
院
は
、
前
斎
宮
入
内
の
当
日
、
多
く
の
贈
り
物
と
様
々
な
薫
物
、
特
に
薫
衣
香
は
比
類
の
な
い
位
、
百
歩
の
遠
く
ま
で
匂
う
よ
う

に
念
入
り
に
調
え
て
贈
っ
て
い
る
。
薫
衣
香
に
、
入
内
す
る
前
斎
宮
へ
の
特
別
な
思
い
を
込
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
雀
院
と
薫
衣
香
と
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の
結
び
つ
き
は
強
い
。
梅
枝
の
巻
で
、
同
じ
く
明
石
の
姫
君
入
内
を
控
え
て
調
合
さ
れ
る
薫
衣
香
も
ま
た
そ
の
元
は
朱
雀
院
で
あ
る
。
物

語
の
朱
雀
院
と
史
上
の
朱
雀
院
と
は
薫
衣
香
の
調
合
者
と
い
う
点
で
重
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
梅
枝
の
巻
で
は
、
む
し
ろ
物
語
の
朱
雀
院

に
対
し
て
、
史
上
の
朱
雀
院
を
「
前
の
朱
雀
院
」
と
し
て
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
薫
衣
香
が
贈
り
物
と
し
て

用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
末
摘
花
が
九
州
に
下
る
侍
従
に
形
見
と
し
て
、
自
分
の
髪
を
霊
に
し
た
も
の
と
と
も
に
、
「
昔
の
薫
衣
香
の
い
と

か
う
ぼ
し
き
一
査
」
(
蓬
生
二
・
一
二
三
一
)
を
加
え
て
取
ら
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

物
語
の
朱
雀
院
と
史
上
の
朱
雀
院
と
が
重
な
る
例
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
が
次
の
例
で
あ
る
。

年
の
内
の
節
絵
ど
も
の
お
も
し
ろ
く
興
あ
る
を
、
昔
の
上
手
ど
も
の
と
り
ど
り
に
描
け
る
に
、
延
喜
の
御
手
づ
か
ら
、
事
の
心
描

か
せ
た
ま
へ
る
に
、
ま
た
わ
が
御
世
の
事
も
描
か
せ
た
ま
へ
る
巻
に
、
か
の
斎
宮
の
下
り
た
ま
ひ
し
日
の
大
極
殿
の
儀
式
、
御
心

に
し
み
て
思
し
け
れ
ば
、
描
く
べ
き
ゃ
う
く
は
し
く
仰
せ
ら
れ
て
、
公
茂
が
つ
か
う
ま
つ
れ
る
が
、
い
と
い
み
じ
き
を
奉
ら
せ
た

日百手リ藤 i可家

ま
へ
り
。

二
・
三
七
三
1
凹
)

(
絵
合

( 8 ) 

こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
物
語
の
朱
雀
院
は
、
醍
醐
天
皇
の
次
の
天
皇
で
あ
り
、
従
っ
て
史
上
の
朱
雀
院
と
重
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
桐
壷
の
帝
を
醍
醐
天
皇
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
自
ず
と
お
よ
そ
時
代
を
特
定
す
る
意
味

は
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
主
た
る
目
的
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
朱
雀
院
は
、
斎
宮
下
向
の
目
、
大
極
殿
の
儀
式
が
印
象
に
強
く
残
っ
た

の
で
、
図
柄
を
詳
し
く
指
図
し
て
公
茂
が
描
い
て
献
上
し
た
見
事
な
年
内
の
節
会
の
絵
を
梅
壷
の
女
御
に
贈
っ
た
。
そ
れ
は
醍
醐
天
皇
良

筆
の
事
の
次
第
に
朱
雀
院
も
書
き
加
え
た
巻
で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
朱
雀
院
は
私
的
な
女
御
へ
の
か
な
わ
ぬ
思
い
を

絵
に
込
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
醍
醐
天
皇
自
身
が
製
作
に
関
与
し
た
年
中
行
事
絵
巻
は
そ
れ
を
贈
ら
れ
た
女
御
の
地

位
に
権
威
を
添
え
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
こ
は
朱
雀
院
の
女
御
へ
の
関
わ
り
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
「
わ
が
御
世
の
こ
と
」
と

し
て
朱
雀
院
自
身
が
明
確
に
出
て
い
る
が
、
梅
枝
の
巻
で
は
朱
雀
院
が
出
て
く
る
必
然
性
が
な
い
。
天
皇
又
は
上
皇
が
指
図
し
て
臣
下
が
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奉
仕
す
る
と
い
う
君
臣
の
関
係
は
似
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
場
合
は
、
史
上
の
朱
雀
院
で
は
な
く
物
語
の
朱
雀
院
が
独
立
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
物
語
の
朱
雀
院
を
醍
醐
天
皇
の
次
の
天
皇
と
す
る
の
は
、
桐
査
の
巻
で
桐
査
の
帝
を
宇
多
天
皇
の
次
の
帝
の
よ
う
に
述
べ

{
注
目
)

た
の
と
同
じ
手
法
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
例
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

梅校の巻の「前の朱雀院Jについて

こ
の
ご
ろ
、
明
け
暮
れ
制
覧
ず
る
長
恨
歌
の
御
絵
、
亭
子
院
の
描
か
せ
た
ま
ひ
で
、
伊
勢
貫
之
に
詠
ま
せ
た
ま
へ
る
、
大
和
言
の
葉

を

も

、

唐

土

の

詩

を

も

、

た

だ

そ

の

筋

を

ぞ

、

枕

言

に

せ

さ

せ

た

ま

ふ

。

(

桐

査

一

・

一

O
九
)

更
衣
を
亡
く
し
た
桐
査
の
帝
は
、
明
け
暮
れ
長
恨
歌
の
絵
を
見
、
そ
れ
を
我
が
身
に
置
き
換
え
て
更
衣
を
偲
ん
で
い
る
。
そ
の
絵
は
宇
多

上
皇
が
描
か
せ
、
伊
勢
と
貫
之
に
歌
を
詠
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
桐
査
の
帝
は
、
宇
多
天
皇
の
次
の
帝
で
あ
り
、
醍
醐
天

皇
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
も
お
よ
そ
の
時
代
を
特
定
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
醍
醐
天
皇
を
指
示
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
和
歌
に
し
て
も
漢
詩
に
し
て
も
長
恨
歌
の
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
日
々
の
話
の
種
に
し
て
い
る
帝
の
姿
を
こ
れ
以
後
具

体
的
に
示
し
て
い
く
た
め
に
、
宇
多
上
皇
が
直
接
製
作
に
関
与
し
た
長
恨
歌
の
絵
と
そ
れ
に
詠
ま
れ
た
歌
が
導
入
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
宇
多
上
皇
と
い
う
実
在
の
帝
に
由
来
す
る
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
桐
査
の
帝
は
、
物
語
の
中
で
一
人
の
帝
と
し
て

長
恨
歌
の
よ
う
に
私
的
な
更
衣
追
憶
の
物
語
の
主
人
公
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

天
皇
の
伝
え

こ
の
明
石
の
御
方
の
薫
物
の
由
来
を
述
べ
た
記
事
と
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
源
氏
と
紫
の
上
が
調
合
し
た
薫
物
に
つ
い

-188一

て
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。

大
臣
は
、
寝
殿
に
離
れ
お
は
し
ま
し
て
、
承
和
の
御
い
ま
し
め
の
二
つ
の
方
を
、

い
か
で
か
御
耳
に
は
伝
へ
た
ま
ひ
け
ん
、
心
に
し
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め
て
合
は
せ
た
ま
ふ
。
上
は
、
東
の
中
の
放
出
に
、
御
し
つ
ら
ひ
こ
と
に
深
う
し
な
さ
せ
た
ま
ひ
で
、
八
条
の
式
部
卿
の
御
方
を
伝

へ
て
、
か
た
み
に
い
ど
み
合
は
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
、
い
み
じ
う
秘
し
た
ま
へ
ば
、
「
匂
ひ
の
深
さ
浅
さ
も
、
勝
負
の
定
め
あ
る
べ
し
」

と
、
大
臣
の
た
ま
ふ
。

(
梅
枝

一
-
三
九
六

目白

源
氏
は
、
仁
明
天
皇
御
禁
制
の
二
つ
の
方
(
黒
方
と
侍
従
と
考
え
ら
れ
て
い
る
)
を
、
正
統
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
伝
え
て
い
る
。

そ
れ
は
男
子
に
伝
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
紫
の
上
は
仁
明
天
皇
皇
子
本
康
親
王
の
方
(
こ
れ

は
先
の
二
つ
に
梅
花
香
が
加
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
)
を
伝
え
て
い
る
。
仁
明
天
皇
の
御
禁
制
か
ら
す
れ
ば
こ
ち
ら
の
方
が
正
統
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
両
者
の
方
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
が
、
本
康
親
王
は
父
仁
明
天
皇
の
方
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
紫

の
上
の
方
は
仁
明
天
皇
の
方
に
由
来
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
直
接
に
仁
明
天
皇
の
方
と
し
な
い
で
、
そ
の
方
を
伝
え
た
本
康
親
王

の
方
と
し
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

干リ藤 i可家

明
石
の
御
方
の
場
合
も
直
接
用
い
た
の
は
公
忠
の
方
で
あ
り
、
前
朱
雀
院
の
方
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
源
は
天

皇
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
が
由
緒
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
紫
の
上
と
明
石
の
御
方
の
蒸
物
の
由
来
が
記
さ

れ
た
の
は
、
こ
の
薫
物
合
わ
せ
が
明
石
の
姫
君
入
内
の
準
備
の
た
め
で
あ
り
，
そ
れ
ぞ
れ
養
母
と
実
母
の
地
位
を
堅
固
な
も
の
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
天
皇
と
の
繋
が
り
を
示
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
紫
の
上
が
八

条
の
式
部
卿
の
方
を
伝
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
明
石
の
御
方
は
朱
雀
天
皇
の
方
を
模
し
た
公
忠
朝
臣
の
方
を
思
い
つ
い
た
と
し
て
い
る
。

こ
こ
に
自
ず
と
両
者
の
格
の
違
い
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

( 10 ) 

明
石
の
姫
君
入
内
の
準
備
と
し
て
、
蒸
物
合
わ
せ
と
対
応
す
る
の
が
仮
名
の
手
本
で
あ
る
。
兵
部
卿
の
宮
は
、
自
邸
に
あ
っ
た
「
嵯
峨

帝
の
、
古
万
葉
集
を
選
び
書
か
せ
た
ま
へ
る
四
巻
、
延
喜
帝
の
、
古
今
和
歌
集
を
、
唐
の
浅
標
の
紙
を
継
ぎ
て
、
同
じ
色
の
濃
き
紋
の
椅

の
表
紙
、
同
じ
き
玉
の
軸
、
械
の
唐
組
の
紐
な
ど
な
ま
め
か
し
う
て
、
巻
ご
と
に
御
手
の
筋
を
変
へ
つ
つ
、
い
み
じ
う
書
き
尽
く
さ
せ
た
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ま
へ
る
」
(
三
・
四
二
二
)
と
い
う
嵯
峨
・
醍
醐
両
天
皇
の
展
筆
を
明
石
の
姫
君
の
手
本
に
す
べ
く
源
氏
に
進
呈
し
て
い
る
。
三
筆
の
一
人

で
あ
る
嵯
峨
天
皇
と
と
も
に
醍
醐
天
皇
の
名
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
源
氏
に
と
っ
て
皇
室
に
入
る
明
石
の
姫
君
の
た
め
に
は
当

代
の
一
級
品
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
天
皇
震
筆
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
が
、
明
石
の
入
道
が
大
井
に
邸
を
伝
領
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

梅枝の巻の「前の朱雀院」について

昔
、
母
君
の
御
祖
父
、
中
務
宮
と
聞
こ
え
け
る
が
領
じ
た
ま
ひ
け
る
所
、
大
井
川
の
わ
た
り
に
あ
り
け
る
を
、
そ
の
御
後
は
か
ぽ
か

し
う
相
継
ぐ
人
も
な
く
て
、
年
ご
ろ
荒
れ
ま
ど
ふ
を
思
ひ
出
で
て
、
か
の
時
よ
り
伝
は
り
て
宿
守
の
や
う
に
で
あ
る
人
を
呼
び
と
り

て
語
ら
ふ
。

二
・
三
八
八
)
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(
松
風

明
石
の
御
方
の
母
の
祖
父
は
中
務
の
宮
で
あ
る
。
こ
の
中
務
の
宮
は
、
醍
醐
天
皇
皇
子
兼
明
親
王
(
後
の
中
書
王
)
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る

(
『
河
海
抄
』
等
)
。
亀
山
の
麓
に
隠
棲
し
た
こ
と
か
ら
小
倉
の
宮
と
号
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
「
御
荘
の
田
畠
な
ど
い
ふ
こ
と
の
い
た

づ
ら
に
荒
れ
は
べ
り
し
か
ば
、
故
民
部
大
輔
の
君
に
申
し
賜
は
り
て
」
(
同
三
八
九
1
九
O
)
と
あ
る
故
民
部
大
輔
は
、
兼
明
親
王
次
男

東
宮
学
士
、
民
部
の
大
輔
伊
行
が
擬
せ
ら
れ
て
い
る
(
同
)
。
こ
う
し
て
明
石
の
御
方
の
母
方
の
血
筋
が
中
務
の
宮
を
祖
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
明
石
か
ら
上
京
し
て
源
氏
の
許
に
行
こ
う
と
す
る
明
石
の
御
方
の
地
位
を
強
固
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お

そ
ら
く
明
石
の
御
方
が
思
い
つ
い
た
朱
雀
天
皇
の
方
を
模
し
た
公
忠
朝
臣
の
方
も
こ
の
中
務
の
宮
家
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
。
源
公
忠
は
光
孝
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
の
で
、
そ
の
薫
物
の
方
が
宮
の
血
筋
を
引
く
明
石
の
御
方
の
母
方
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
は
高
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
条
の
式
部
卿
の
方
を
伝
え
た
紫
の
上
が
式
部
卿
の
宮
の
姫
君
で
あ
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
「
花
鳥

ナ
シ
(
松
}

余
情
』
は
、
「
八
条
式
部
卿
旬
は
紫
上
の
父
式
部
卿
宮
に
な
す
ら
へ
て
い
へ
り
」
(
二
三
七
)
と
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

明
石
の
御
方
の
家
の
伝
え
と
し
て
は
、
他
に
隼
の
琴
の
伝
授
が
あ
る
。

な
に
が
し
、
延
喜
の
御
手
よ
り
弾
き
伝
へ
た
る
こ
と
一
一
一
代
に
な
ん
な
り
は
べ
り
ぬ
る
を
、
か
う
っ
た
な
き
身
に
て
、
こ
の
世
の
こ
と
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は
棄
て
忘
れ
は
べ
り
ぬ
る
を
、
も
の
の
切
に
い
ぶ
せ
き
を
り
を
り
は
、
掻
き
鳴
ら
し
は
べ
り
し
を
、
あ
や
し
う
ま
ね
ぶ
者
の
は
べ
る

こ

そ

、

自

然

に

か

の

前

大

王

の

御

手

に

通

ひ

て

は

べ

れ

。

(

明

石

二

・

一

一

一

一

一

二

)

明
石
の
入
道
は
醍
醐
天
皇
の
奏
法
を
伝
え
て
三
代
目
に
あ
た
り
、
娘
も
そ
れ
を
習
い
、
結
果
と
し
て
自
然
に
「
前
大
王
」
(
醍
醐
天
皇
を

指
す
と
す
る
説
に
従
う
)
の
奏
法
に
似
て
い
る
。
こ
れ
も
お
よ
そ
の
時
代
が
分
か
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
時
代
を
特
定
す
る
た
め
で
は
な

い
。
明
石
の
御
方
が
醍
醐
天
皇
の
奏
法
を
伝
え
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
か
ら
源
氏
と
交
わ
り
を
持
つ
明
石
の
御
方
の
権
威
を
付
与

(
住
剖
)

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
源
氏
は
、
「
嵯
峨
の
御
伝
へ
に
て
、
女
五
の
宮
さ
る
世
の
中
の
上
手
に
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
を
、
そ
の

御
筋
に
て
、
と
り
立
て
て
伝
ふ
る
人
な
し
」
(
同
)
と
、
一
方
で
は
、
嵯
峨
天
皇
直
伝
の
女
五
の
宮
の
筋
に
は
特
に
伝
え
る
人
が
い
な
い
と

一
一
一
一
一
五
)
と
あ
り
、
「
近
衛
中
将
を
棄
て

H百手リ

言
っ
て
い
る
。
明
石
の
入
道
に
つ
い
て
は
、
「
親
、
大
臣
の
位
を
た
も
ち
た
ま
へ
り
き
」
(
明
石

て
」
(
若
紫
了
二
七
六
)
と
も
あ
る
よ
う
に
、
大
臣
家
の
出
で
あ
り
、
宮
仕
え
も
し
て
い
る
の
で
、
大
臣
が
醍
醐
天
皇
の
奏
法
を
明
石

の
入
道
に
伝
え
た
か
、
ま
た
自
ら
宮
中
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
源
氏
と
明
石
の
入
道
の
家
と
の
関
係
は
、
「
故

母
御
息
所
は
、
お
の
が
を
ぢ
に
も
の
し
た
ま
ひ
し
按
察
大
納
言
の
む
す
め
な
り
」
(
須
磨
二
・
二
O
二
1
三
)
と
、
入
道
の
父
と
桐
査
の
更

衣
の
父
が
兄
弟
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
明
石
の
御
方
自
身
の
地
位
を
固
め
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

姫
君
入
内
と
い
う
一
時
期
を
画
す
る
時
に
あ
た
っ
て
薫
物
を
通
し
て
朱
雀
天
皇
か
ら
の
由
来
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

藤河家

終

わ

( 12 ) 

梅
枝
の
巻
の
薫
物
合
わ
せ
に
お
い
て
、
明
石
の
御
方
の
合
わ
せ
た
薫
衣
香
は
「
前
の
朱
雀
院
」
に
由
来
す
る
が
、
こ
れ
は
宇
多
上
皇
を

指
す
の
で
は
な
く
、
古
注
の
言
う
よ
う
に
薫
物
で
知
ら
れ
た
朱
雀
天
皇
と
取
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
方
が
薫
物
の
達
人
で
あ
る
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公
忠
と
の
君
臣
の
関
係
が
緊
密
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
明
石
の
御
方
の
方
が
朱
雀
天
皇
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
明
石
の
姫
君
の
東
宮

入
内
に
あ
た
っ
て
実
母
で
あ
る
御
方
の
地
位
を
固
め
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
養
母
で
あ
る
紫
の
上
の
伝
え
た
八
条
式
部
卿
の
方
が
源

氏
の
伝
え
た
仁
明
天
皇
の
方
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
物
語
の
朱
雀
院
が
史
上
の
朱
雀
天
皇
に
重
な
る
と
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
も
、
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
史
上

の
天
皇
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
も
、
一
線
を
画
し
て
物
語
の
天
皇
の
姿
を
自
由
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
一
三
早
え
ば
、

史
上
の
天
皇
と
関
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
、
物
語
の
天
皇
の
姿
を
そ
の
よ
う
に
描
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
他
の
天
皇
の

伝
え
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
検
討
し
て
み
て
分
か
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
前
の
朱
雀
院
」
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る

史
実
と
物
語
の
関
係
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

梅枝の巻の「前の朱雀院jについて

(注
l
)

(注
2
)

(注
3
)

(注
4
)

(注
5
)

(注
6
)

(注
7
)

(注
8
)

(注
9
)

(
注
目
)

(注
U
)
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本
文
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集
(
小
学
館
)
に
よ
り
、
冊
数
と
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

全
集
、
日
本
古
典
集
成
、
『
源
氏
物
語
評
釈
」
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
」
、
池
田
色
鑑
編
『
源
氏
物
語
事
典
上
巻
」
。

全
集
三
・
四
O
一
一
貝
頭
注
。

『
源
氏
物
語
事
典
上
巻
』
二
二
六
頁
。

評
釈
、
新
大
系
、
『
二
来
抄
』
0

玉
上
琢
弥
著
『
源
氏
物
語
評
釈
』
第
六
巻
・
一
二
三
一
頁
。

新
大
系
三
・
一
五
七
頁
。

「
源
氏
物
語
事
典
上
巻
』
二
二
六
頁
。

『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
本
居
宣
長
会
集
第
四
巻
・
四
四
五
頁
、
『
湖
月
抄
」
師
説
。

(注
9
)
の
宣
長
全
集
四
四
六
頁
。

集
成
四
・
二
五
九
頁
。
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(
注
ロ
)
上
巻
・
二
二
六
頁
。

(
注
目
)
玉
上
琢
弥
編
『
紫
明
抄
河
海
抄
』
の
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

(注
U
)

『
蒸
集
類
抄
」
の
引
用
は
、
群
書
類
従
第
十
九
輯
に
よ
り
、
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

(
注
目
)
『
花
鳥
余
情
」
の
引
用
は
、
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
第
二
巻
に
よ
り
、
頁
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
。

(
注
凶
)
『
源
氏
物
語
事
典
上
巻
」
一
五
人
頁
。

(
注
口
)
群
書
類
従
第
五
輯
五
六
頁
。

(
注
路
)
『
源
氏
物
語
大
成
巻
七
研
究
資
料
篇
』
五
六
三
頁
。

(
注
目
)
「
朱
雀
院
の
こ
と
と
准
拠
の
こ
と
|
|
源
氏
物
語
の
世
界
|
|
」
(
「
源
氏
物
語
論
集
」
所
収
二
四
九
頁

(
注
加
)
『
孟
津
抄
上
』
(
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
四
巻
)
梅
枝
・
二
五
一
頁
。

(
注
幻
)
例
え
ば
、
集
成
に
は
、
「
引
き
続
き
、
絵
合
の
巻
で
は
、
物
語
の
朱
雀
院
が
醍
醐
天
皇
の
次
の
帝
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
史
上
の
朱
雀
院
と
呼
称
に
お
い
て
も
皇
位
継
承
の
順
に
お
い
て
も
ま
っ
た
く
一
致
す
る
」
(
一
・
二
九
五
頁
解
説
)
と
あ
る
。

(
注
辺
)
『
河
海
抄
」
に
は
、
「
以
桐
査
帝
擬
延
喜
事
己
分
明
也
不
及
異
論
」
(
絵
合
三
四
六
)
と
あ
る
。

(
注
お
)
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
・
一
七
九
頁
。

(注
M
)

『
源
氏
物
語
評
釈
」
第
三
巻
一
九
O
頁
参
照
。

昭
和
四
六
年
十
一
月
)

日自手リ藤河家( 14 ) 




